
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL31523A32）

  

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

コロンビア F112 品質管理・生産性
向上 個別 新規 2年 ・2024/1 ・2024/2 ・

2024/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

大統領府国際協力局

2）配属機関名（日本語）

アグスティン・コダッツィ地理協会国立土壌研究所

3）任地（ ボゴタ首都区ボゴタ市 ） JICA事務所の所在地（ ボゴタ首都区ボゴタ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、1935年に設立された地理、地籍、土壌調査を行う公的機関である。コロンビアには、土壌調査を行う機関は
他になく、コロンビア唯一の土壌分析機関となっている。そのため、コロンビア全国から、土壌分析サンプルから届き、
配属先は様々な分析を行い、作物に合った土壌にするための肥料の調合アドバイスなどを行っている。職員の数は、
約2,100名(職員、契約社員含む)。年間予算は、US$92,800,000。

【要請概要】
1）要請理由・背景

国とゲリラの平和協定締結後、国の方針として、コロンビアの田園地帯の包括的な農村改革が挙げられている。それを
達成するために、配属先では適切な地積管理に加えて、土壌の化学的・物理的・鉱物学的調査を通じて、農業生産性を
高め、国の食糧安全保障に貢献することを目標に掲げている。土壌研究所では、より良いサービスを提供するため、土
壌分析プロセスと分析結果の管理プロセスの質を強化する必要があると考え、JICA協力隊の要請となった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.日本で開発された品質管理の適用の成功例を共有し、土壌研究所での実践をサポートする。
2.他機関で行っている化学的、物理的、生物的、および鉱物学的分析と比べンチマークテストの実施をサポートする。
3.土壌研究所で実施している分析時間、リソース、有効性などを調査分析に、最適化のアドバイスを行う。
4.品質管理の改善、分析に関するガイドラインを作成し、業務の効率化を図る。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

執務机、PC、プリンター

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
女性、30代、農業学士、経験11年

活動対象者:
同僚研究員 6名、男女20～60代

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

スペイン語(レベル:C)又は英語(レベ
ル:B)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：同僚と学歴を合わせるため

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：即戦力が求められ
るため

[参考情報]：

　・統計の知識があるとなお良い

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（高地地中海性気候）　気温：（5～25℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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